ショウロク by unknown
Title抄録
Author(s)










1.謄陽 イ.オ冫衝 撃1二よ る74モ ニ7合 飯覧の
瞭 の距 子擬 水 素 ρ作 用
.A.Geibart.&1・SfgcUan,ノ〃8.伽'ψ ビ乃加 ・
L'.R.SS.,7,7G7(1!131).
全瞳 渉5× 工0　2mm11g以下 めN2とQ.と の 混 合
瓦 斯rl、に於 てr..+,K÷,Na+,Iih十一,(:a+の如 きイ オ
ン を.種々 な ろ速.さ.でN3或はTL.分 子1.こ衝 突 せ しめ
.る.ξの 際 街突 す る イ才 ンの 速 さが あ る4irkt上に な
る とNli3の 生成 が 認 珍 られ る.計 算 してみ る と ど
の イオ ン を用ひ た場合 で.も 趣 に丁 度約22Vo11以
上 の エ ネル ギ ー を 異 へ 得 る.よう.な煙 さをイ 才 ンが持
つ てゐ.る時 にの みATI[;が田 來 る事 オ{わか5.故 に





-fx,は/そ の質 量 が 上a'Lのイ オ.シの.質鼠 に死 し
て 著 しく小 な る爲L汁 の場 合 を除 けば 衝 突 の際 に 内
部 工tル ギ 」 と して 受 取7得 るエ ネ ル ギ ーは 小 量 で
あ.る.敏 にIhは 之 等 の イ オ シ(Li十 を除 く)の 衝
突 に.よ.つて は解 離.しな かr?た弔.りと 見 て よい.以 上
の精 果 は前 にす で.に〉[。clan等(RrtrsP/yarcochim.,
U.R.S.S.,4,IJI(19?E)).によつ.て今 囘 よ り も筒 單
な る箕 驗 に よつ て も得 られ た もので あ る.
さてN十 或 ばNがNHSの 生域 に 必 嬰 な事 がわ
か.る:⇒吟 回 のHRteにx:り.原手 歌 永 素 も嫉 糠 力鞘
め らa,..た.即ち 加熱 タン グ.ステ ー線 を反麟 中 に装
懽.して 療子 歌 水 素 を 作 っ てや る と.反慮 速 慶 が轡 大 す
る等 の現 象 を認 め た・(加熱 タン グx.テン線 の無 い場
合 で も.NHSが 田來 る.りは イオ ンの源 に 用び た加 熱
Pヒ線 に よつ てH原 子 φ紅U來 るか らで あ ろ1う)・要 す
る に今 囘 の 實 験 に よn著 者 の得 た 結闇 に ょれ ば 本 實
驗 に 於 て はNII,は 氣 相rPで出來 るので は な くて器
壁(液 膿 甕 氣 で冷 却 して あ:る)の上 で 出來 る もの で あ
る・ し.か.もそれ は器 堕 に.購着 され て ゐ る 原子 股水 索
と氣 相 中 よ り器 壁 に到 逹 したN+イ オ ン との作 用 に
よ つ.て出 來 る もの であ る・ 〔rll村)
物 理 化 学 の進 歩Vol.12nNo.1(1938)
録
2.シ ユー マ冫紫 勞 の光 化 學
GrotL,W・Z・phjvik.Cnepe.亡B〕,.37,30了(1937).
〔1〕COと0.2～0.S%0宅.の一 氣 壓 混合 ガ ス を流
動 させ,そ オLをXごが ろ放 電 管 で繕段射 ナ る.と,OL'は
り り
1470A.及.1295Aの尭 を吸 収 して解 離 し,0原 子 の
三 輌 突 で 吹 の 如 き二 つの 反 應 が起 る・
CO十〇十M=COt十】t(1)
0十 〇2十M瞿03十M .(2)
CO,及 びe .,e定蟻 し,且 つN广0留 のr司雌 給 ガ
スの 殊 生域 虱 よ り反 鷹 に 使 用 さオしる光 雄 子 數 を定
め,此 の反 應 の 量 子 牧 最 を測 定 した・緋 果1‡恩 の如
鰤 一り、 し 佃澗 定 鮎 は 多 く




"亀 冖 「'▼'"eL・(1)の 廳 が 多 く
,
4%以 上 で は}(1)はO!の 騨加,.こ.俾ひ直 線 的 に減 少
し,(2)は逑 に噌 加 す る・此 の 結 果 よ り,
d〔o:〕Ltt=k1〔o皿 〕匹並工
d〔COt〕ldtk2〔CO〕〔0 〔:1〕ド
5%0!の 場 合 〔02〕!〔CO〕=5/95
此囎 耀 ・詳鶚 黔、≒醫
50.551
故 にk・ノk1=弱'一琵 アu面
4・i8%'O,從つ て96～92%COの 紐 威 で はCOIの
皷 はo・ の そオ・よ リ40nePtい・(L冫の反 應 は活 性 化
熱 を要 せ ず 逖 行 し.、(1)の反 應 は,三 畫衝 突 牧 鼠 の比,
51ericfact・r.及び衝 突 のP・rヒnerの異 な るi:こ依 るIV用
能 の大 小 を考 慮 して計 算 し,1・8Kcalとな る・此 の値
はHarteck蜂の,営 温 及 び 液態 空 氣 の温 度 で の收 量
よ りす る値 と一 致 す る.
〔匪〕COとH2の 澁合 ガ スにXeガ ス放電 符 の
ら
光 を需 る と,COぽ1295Aの 光 を吸 牧 して 勵 起 さ.オL,
第 二 憩 の 街 突 でII2.を解離 す る・ 即 ちHgと 同 檬 の
」臼感f乍JEJを呈 す.此 際COと1匸e些 ま1;1の 混 合 比
で最 大 敗1最を示 し,流 勲 遑 廉 も影 響 を持 つ.ア ル デ









で あ9.H巳 め場 合 に比 して收 量 の 少 い のは,勵 起 さ
オLたCOが 一 部 は螢光 と して エ ネル ギ ー を火 ふrめ
で あ る.(八 木)
3.炭 水化 物 の 人工 的合 歳
E疊C'C.Baly,ATnt'flViI40,930(1937).
炭 酸 を吸 蒼 した 純 檸 な 醸 化 ニ ツ ケル の表 面 を肖光
で 照 射.した る際,炭 水 化 物 が 倉 成 さオ.しる・ この反 應





こLに,1Ψ1は λ耳4000Aの青 光 の,ily2はλ=
6100Aの赤光 の鼠子 で あ る・.暗黒 反 應 は
(q●,)21ieO3=4N置〇十〇』1
光 合 成 の 最初 ゆ生 成 物 は,複 雜 な炭 水 化 物 であ り,
さ らに重 合 して,水 中で 安 定 な炭 水 化 物 とな る,此
第 二 の炭 水化 物 は溶 液 中 で 生 じた る時 に は,酸 や ヂ
ヤ ス ター ゼで 加水 分 解 され な い が,表 面 に 附着 され .
て居 る と きは ヂ ヤ ス タ ーゼ でr還 元 確 に 分解 され る..
此 炭 水化 物 は未 だ知 られ て ゐ な い一 種 の澱 紛 で.ある・
上 邇 の 光化 學 反 應 式 の 關 係 よ り,光 合 成 に哉 功 し
た 要黙 は,酸 化 ニ ッケ ルの 眞 の 結 晶 格 子 を得 るに在
る こ とが分 る..水酸 化 物 や炭 酸 鹽 が,OH,を 吸 蕊 す
る力 がか な り彊 い ので,酸 化 ニ ツ ケル の 良好 な表 面
を作 る.のに 困難 があ つt:'dit,今や戚 功 して,二 つ の
製 法 を硴 定 した.(へ 木)
9.自金 ゾ ルの 竃 無化 撃 〔1)自金 ゾ ルの
露 鼠 磚導 度 に 就 て
N.Mach&A.Rnkov.,.・4血君如り々 ρρ伽〃・
L:κ.5:S,7,Sう～9壬(1731)・
第 一 報 〔Attn鉤嘘 促伽 ・G.」?・S.s.3,〒9
(1935)〕にて禰 の酸 素 一白.金ゾル の 他 に 水 索 一白 金
ゾル(hydrogen・P【・sot)を作 り兩 者 と も安 定 な陰 性 ア
チ ドイ ドゾル な る 事 を逑 べ,又 陽 性 白金 ゾル の存 在
〔Nrtlurq137,Gli(19.iG);本誌,阻0,2{i(抄)〕を
報 告 した ・..而しτ酸 素 一自命 ゾ ル で1よ褒 面 酸 化 物 の 生
成 が陰 電 荷 に關 係 す,水 一eゾnの 溝 造 と しては
金 屬粒 子 は溶 液m.にて 二 颪懋 の 外側 を 形 戌 す る水 索.
イ 才 ンを田.し臼身 は陰 に 荷電 し,拘 この他 に 粒 子 表.
面.は水 素 原子 の 吸 着 居 にT3Yt12tLてゐ る と考 へ る・
ヌL:Penn}'cuitkやYauliのハ イ,ドロオ キ ジ自金.ゾル
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錬 a.
(hydrozo-Pl-sol)は坐 成後.その 薄導 氈 を.著しく智 大
.ナるが
,こ の 水 一r,金ゾ ルは 一宛 で あ る,從 つ て後
者.は前 者 よ り安 定 なあ る.一定 の構 迭 を有 す るだ ろ う.
紺,一 般 に 山金 ゾ ルは そ の 荷電 歌 握 及 び 吸 着 能 の血
:金電 擁 との類 似 性 よ り各 粒 子 を夫 々小 さな 瓦 斯 亀 種
と して考 べ.られ る.
:扱,肖 金 ゾル の構 造 を 確 定せ ん儒,電 解 質 を加 へ
る事 な く翠 に ゾル を 凝 轄 及 び再 び 廱 觧 ナ る事 に よ リ
凝 折 せ しmそ の 前後 に於 け る傳 導 度 の塑 化 を測 定
した・ 最 初 の ゾル の{醤 度 を 嶋 上 言己操 作 後 の.濱
(frozen猷) )のそれ を κh及 びF<=駒 一nと す る・
(1)>k#`一一白金 ソル に就.いて傳 導度 と白金 の澄 度 との
關 係 は(め 圖 の如 く,K.は 一 定iあ る.從 つ てR
はx.聖ル間 液 の儺 導度 と考 外 ら竃し,更 に ξりは膠 質粒
子 の遐 動 に よ る ⑳ ち疲 散 二重 暦 の 水 素 イ.オンに よ る
もので,所 論 膠 質 自身.の傳 導 度 を示 す、 ζの事 はG
金 濃 度 が 零 な る時KC-4.と な る班 よ り も明 らかで あ
る・.(2)酸素一白金 ゾル1.こ就 ては.(1,)圏の如 く全 く鼻
り,K聖.も白金 濃 度 と共 に荊 加 す ・從 つ てFIは ミセル
ua液の憾 導 度 を表 は さず,同.つ 最 初 の水 の 傳 導 度 よ
り.非常 にメζな る事 よ.リレてrゾ ルll與にはf_i,5'濃匪 と
共 に疳 加 す る何 か 新 ら しく酵 質せ.る電 解 質 の 含 む事
を:示す.こ の 電 解 質 がPennycuickやPauliの考 へ
る.溶解 性 の 酸 化r,金か,或 ひ は 嶽金 中に 含 玄 れ た不
純 物rこよ るか 解 らぬ.こ の酸 素 一白金 ゾル の場 合`まか
L多雌 結 法 ぽ 膠 質 自身 の 傳 導 炭 即 ち 俾 導度 測 定 よ9
しては ゾル の構 造 は 決 定 出來 ぬ.何 となれ 畳ま自金 の
ジル化(原 子化a【omisn且ion)は電 解 質 の 生成 吸 着 を
件 ひ,そ の股 着 に よ り凝 析 す るか ら・(7)空無 一白金
ゾルに 就 て はCcは(2)の場 合 よ り大 で.且つ濃 度 と共
に轡 加 ナ る・ この 際溶 解性 の酸 化Ga`&の外 に 窒素 と
曝 との鮪合 に よ る電 臓 の 皷 施 る と考 へ ら考・,
.ゾル ゆ構 造 は よ り複 雜 で 決 定す る事 は 出來 ゆ ・ 嬰 ナ
乙に,水 素一白 金 ゾル は.酸素 一白金 ゾ ル よ りもその構.
造 は簡 單 で あn,主 と して 白金 粒 子 と水 棄 イ 才.ンよ

























































妻@pgCu(}羅 蜘 加 言
含CuO一!粉 末 よ ワ も 強 き接
禰 作 用 を始 め る の は 約
200。Cも低 い.速 度 恒數
纃 を見 るに氣 膰 質 の場 合 は
正 し.くArdwniu5式ゴτ成
立.し括 性化 熱 は.3"_,300x11.であ るが,船 末 の場 合 は
成 立.しな.い・fl㌫25舮cに て無 騒 質 の 方 が 粉宋 よ り
765倍活 性 で あ る・
上 のCvO一粉 末 及 び毯 陶反 應 ⑳前 後 に於 け るCuO一













6.水 素 箪邑蛩 壓 の理 論fこ就 し、「ご.
A.PmmkiqArfnPltpiirorhim.L:R.5.S.,
7..4i5一一84(1937〕響
7k素電 悔 ゆ表 面 に於 け る 反 應 機 構 に 就 いて は最 近
可 な り明 か にな つ て峯 たが,然 し未 だ完 釡 に 説 明 き
れ たti丈嚢 へ な い ・ 掘 内,岡 本,廣 田vim=兵は轉 移
歌 匯 あ方 法 を遘 朋 して 絶對 反 應 遑 度 を計rzしr.實驗
値 との一 致 か ら電 趣 金 局 の 和 邏 に ょ リ乗 の 如 き二種
の 反應 が速 度 を決 建 ナ るこ とを鰐 論 してゐ る。
(1)Me・TI-plte-II→¥fe+rr,
(2)》{e・It+1エzO+呻M・+1匸,+Hρ
(1)はVi,Au.Ag,Cu等の表 面 た對 し,(2)はiis,
Pb,Sn等に豺 して考 へ られ た.
堀 内 氏等 及 び 多數 の人 々は.此二 っ あ 反應 擬 湾 ポ提
出 さ彳』る前 に最 近 迄,
(3)Me+1.【pO+?.are-r[+ILO
な る反 庶 を逹 度 決 定 と しTへ て.ゐた ので あ る.然
し少 くrもNiの 如.き金 騰.の表 面 で は(3)では都 合 悪
る くr土 記 の(1)で な け#Lばな らぬ車 は 重 水 紊 .と水
素 イ オ ン との交 換 反 應1.こヨ祈すa.電壓 の 影 霸邑等 か ら.四1
かに され た ので あ る.
之 に.反してHg等 め 表 面.に於 て は著 者 は(3)式の
機 構 に從 つ て 決定 され'る二,三 の實 驗.を畢 げ 、.一概
に(3)を 否 定 して.(2)を置 き替へ る事 に 反劉 して ゐ
る,
(2)と〔.3)との 差 異 は水 素 イオ ン(ヒ ド卩才 キ ソ昌
ウ亠 ・イ オ ン)と 反 應.する 相 手 が,吸 着 水 素 臨子 で
あ る海うくは 金 屬表 面 で あ るか の.相建 で あ る.此 の相
邂 は電 極 金 縄 が 水 巽 を 吸 荊 す.る能 力 に よ っ て變5筈.
で あ る・ 今 吸 着 水 索 原子 聞の 反 應 ボ ィ才 ン の放 電 反
應 よ り も起 り難 い と考 へ,n.っ吸着 水 素 原子 はLaog一
物 理 化 学 の進 歩Vol.12nNo.1(1938)
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